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昭
憲
皇
太
后
と
「
女
学
」
を
め
ぐ
る
明
治
の
女
性
た
ち

―
『
女
学
雑
誌
』
を
中
心
に
―

小

平

美

香

一
、
は
じ
め
に

　

明
治
時
代
の
本
格
的
な
女
性
雑
誌
『
女
学
雑
誌
（
（
（

』
は
、
昭
憲
皇
太

后
を
は
じ
め
宮
中
女
官
に
関
す
る
記
事
も
多
く
み
ら
れ
、
女
性
史
の

み
な
ら
ず
昭
憲
皇
太
后
研
究
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
資
料
の
一
つ

で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
『
女
学
雑
誌
』
の
記
事
を
中
心
に
、
昭
憲

皇
太
后
〔
以
下
皇
后
と
表
記
す
る
〕
と
、
草
創
期
の
近
代
教
育
を
受
け

た
皇
后
を
と
り
ま
く
明
治
の
女
性
た
ち
の
学
び
を
「
女
学
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

二
、「
女
学
」
の
定
義

（
1
）
勅
諭
・
令
旨
に
み
ら
れ
る
「
女
学
」

　

そ
も
そ
も
「
女
学
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
ろ
う
か
。『
女
学
雑
誌
』
の
社
説
の
中
で
編
集
人
・
巌
本
善
治
（
（
（

は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

而
し
て
女
学
と
云
へ
る
新
文
字
は
、
蓋
し
、
明
治
十
七
年
に

起
り
、
明
治
十
七
年
に
於
て
、
蓋
し
吾わ

れ

人〳
〵

同
志
者
の
主
唱
す
る

処
に
起
り
、
而
し
て
其
以
来
微
々
た
る
吾
人
同
志
者
の
尽
力
に

依
て
、
此
新
文
字
は
殆
ん
ど
既
に
與
論
の
旧
知
己
と
為
り
、
今

や
一
流
の
博
言
学
士
、
経
済
記
者
の
分
析
に
よ
つ
て
、
明
治
二

十
一
年
の
文
学
社
会
に
誰
何
せ
ら
れ
た
る
迄
は
、
何
の
故
障
も

講
演（
論
文
）
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無
く
流
行
し
来
り
た
る
処
の
も
の
な
る
が
故
也
。

　
（『
女
学
雑
誌
』
第
百
十
一
号
、
明
治
二
十
一
年
）

　

こ
れ
を
『
女
学
雑
誌
』
の
歴
史
と
共
に
考
え
れ
ば
、「
女
学
」
と

い
う
「
新
文
字
」
は
、『
女
学
雑
誌
』
の
前
身
『
女
学
新
誌
』
周
辺

の
同
志
者
た
ち
が
主
唱
す
る
と
こ
ろ
に
起
り
、
そ
れ
以
来
彼
ら
の
尽

力
に
よ
っ
て
定
着
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
事
の
と

お
り
、「
女
学
」
と
い
う
言
葉
は
従
来
『
女
学
新
誌
』
と
い
う
書
名

に
由
来
し
、
あ
る
い
は
『
女
学
雑
誌
』
に
代
表
さ
れ
る
言
葉
と
し
て

考
え
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
（
（

。

　

し
か
し
こ
れ
に
先
立
つ
明
治
四
年
、
津
田
梅
子
、
後
の
大
山
捨
松
、

瓜
生
繁
子
ら
、
日
本
初
の
女
子
留
学
生
の
渡
米
に
あ
た
り
下
賜
さ
れ

た
皇
后
令
旨
に
既
に
「
女
学
」
と
い
う
言
葉
が
み
ら
れ
る
。

其
方
女
子
に
し
て
洋
学
修
行
之
志
誠
に
神
妙
の
事
に
候
追
々
女

学
御
取
建
の
儀
に
候
へ
ば
成
業
帰
朝
の
上
は
婦
女
の
模
範
と
も

相
成
候
様
心
掛
日
夜
勉
励
可
致
事

（『
昭
憲
皇
太
后
実
録
（
（
（

』
上
巻
、
明
治
四
年
十
一
月
）

　

さ
ら
に
こ
れ
よ
り
一
月
前
の
同
年
十
月
、
明
治
天
皇
の
華
族
海
外

遊
学
の
勅
諭
の
な
か
で
も
「
女
学
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い

た
。

且
我
邦
女
学
ノ
制
未
タ
立
タ
サ
ル
ヲ
以
テ
婦
女
多
ク
ハ
事
理
ヲ

解
セ
ス
殊
ニ
幼
童
ノ
成
立
ハ
母
氏
ノ
教
導
ニ
関
シ
実
ニ
切
緊
ノ

事
ナ
レ
ハ
今
海
外
ニ
赴
ク
者
妻
女
或
ハ
姉
妹
ヲ
挈
テ
同
行
ス
ル

固
ヨ
リ
可
ナ
ル
コ
ト
ニ
テ
外
国
所
在
女
教
ノ
素
ア
ル
ヲ
曉
リ
育

児
ノ
法
ヲ
モ
知
ル
ニ
足
ル
ベ
シ

（『
明
治
天
皇
紀
（
（
（

』
第
二
、
明
治
四
年
十
月
）

　

こ
の
勅
諭
に
お
い
て
「
女
学
」
と
い
う
言
葉
は
、「
幼
童
の
成
立

は
母
氏
の
教
導
」
あ
る
い
は
「
育
児
の
法
」
と
い
う
文
脈
で
説
か
れ

て
お
り
、
女
学
の
意
義
と
は
子
ど
も
を
教
育
す
る
「
母
」
を
目
指
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
津
田
梅
子
ら
女
子
留
学
生
へ
下
賜
さ
れ
た
先

の
令
旨
に
あ
る
「
女
学
」
と
い
う
言
葉
は
、
恐
ら
く
こ
の
勅
諭
の

「
女
学
」
と
い
う
語
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
（
（

。

　
「
追
々
女
学
御
取
建
の
儀
に
候
へ
ば
」
と
皇
后
令
旨
に
あ
る
と
お

り
、
同
年
十
二
月
、「
女
子
の
教
」
の
た
め
、
初
の
官
立
女
学
校
設

立
の
文
部
省
布
達
が
出
さ
れ
た
。

人
々
其
家
業
ヲ
昌
ン
ニ
シ
是
ヲ
能
ク
保
ツ
所
以
ノ
者
ハ
男
女
ヲ

論
セ
ス
各
其
職
分
ヲ
知
ル
ニ
ヨ
レ
リ
。
今
男
子
ノ
学
校
ハ
設
ア

レ
ト
モ
女
子
ノ
教
ハ
未
タ
備
ラ
ス
。
故
ニ
今
般
西
洋
ノ
女
教
師

ヲ
雇
ヒ
共
立
ノ
女
学
校
相
開
キ
華
族
ヨ
リ
平
民
ニ
至
ル
迄
受
業

料
ヲ
出
シ
候
ハ
ヽ
入
校
差
許
候
間
志
願
ノ
者
ハ
向
申
正
月
十
五

日
迄
当
省
ヘ
可
願
出
事
。

（『
太
政
類
典
』
第
二
編（

（
（

）

　

翌
明
治
五
年
八
月
に
は
、
我
が
国
初
の
近
代
的
な
学
校
制
度
を
定

め
た
基
本
法
令
「
学
制
」
が
領
布
さ
れ
る
。
人
の
父
兄
た
る
も
の
は
、

そ
の
出
自
や
職
業
、
男
女
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
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た
ち
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
謳
わ
れ
た
こ
の
学
制
に

は
、
海
外
留
学
生
に
関
す
る
規
定
も
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

華
族
海
外
遊
学
奨
励
の
勅
諭
、
初
の
海
外
女
子
留
学
生
へ
の
令
旨

に
み
ら
れ
る
「
女
学
」
の
語
を
は
じ
め
、
官
営
女
学
校
設
立
の
布
達

に
も
「
西
洋
の
女
教
師
」
を
雇
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
通
り
、
明

治
初
年
の
「
女
学
」
に
は
、「
母
」
と
な
る
べ
き
教
育
と
共
に
、
当

時
の
「
洋
学
」
へ
の
志
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
以
降
、
明
治
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
『
女
学
孝
経
』『
修

身
女
学
道
し
る
べ
』『
女
学
の
梯
』
等
「
女
学
」
を
書
名
に
し
た
書

物
も
次
々
に
出
版
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
こ
れ
ら
の
書
物
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
背
景
と
共
に
詳
し
く
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、「
文
明
開
化
」
あ
る
い
は
「
泰
西
人
」「
泰
西

国
」
な
ど
、
当
時
の
世
相
を
示
す
語
句
が
文
中
に
み
ら
れ
、
い
ず
れ

も
女
性
の
学
び
が
推
奨
さ
れ
る
流
れ
の
中
で
「
女
学
」
と
い
う
書
名

を
も
っ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）『
女
学
雑
誌
』
に
お
け
る
「
女
学
」

　

で
は
、『
女
学
雑
誌
』
に
お
け
る
「
女
学
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
を
も
つ
言
葉
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
冒

頭
に
掲
げ
た
『
女
学
雑
誌
』（
第
一
一
一
号
）
の
社
説
「
女
学
の
解
」

に
ま
と
ま
っ
た
定
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
社
説
は
、
東
京
経
済

雑
誌
が
、「
奇
妙
な
る
新
語
」
と
し
て
「
女
学
と
云
へ
る
も
甚
は
だ

奇
異
な
り
」「
女
学
と
云
へ
る
文
字
は
余
程
新
規
な
り
」
と
、
女
学

を
「
大
相
の
不
審
」
と
論
じ
た
こ
と
に
対
す
る
反
論
記
事
で
あ
る
。

　

こ
の
社
説
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
く
。

然
ら
ば
則
ち
吾
人
は
、
先
づ
敢
て
女
学
の
二
字
を
解
釈
し
て
、

兼
て
女
学
雑
誌
な
る
も
の
ゝ
希
望
す
る
所
を
述
ぶ
る
の
責
任
あ

り
。（
中
略
）
而
し
て
、
そ
の
意
義
を
最い

と
簡
短
に
述
ぶ
れ
ば
、

女
学
は
、
則
ち
、「
婦
女
子
に
関
す
る
一
科
の
学
問
」
と
云
へ

る
こ
と
也
。
之
を
言
ひ
換
ゆ
れ
ば
、
其
の
心
身
に
付
い
て
、
其

過
去
に
付
て
、
其
将
来
に
付
て
、
其
の
権
利
、
地
位
に
付
て
、

及
び
其
の
現
今
に
必
要
す
る
雑
多
の
事
物
に
付
て
、
凡
そ
女
性

に
関
係
す
る
凡
百
の
道
理
を
研
窮
す
る
所
の
学
問
な
り
。

（『
女
学
雑
誌
』
第
一
一
一
号
、
明
治
二
十
一
年
）

　

こ
の
よ
う
に
定
義
し
、「
女
学
」
の
二
字
に
つ
い
て
、
世
人
の
見

解
甚
だ
狭
く
、
た
だ
「
女
子
の
学
問
」
則
ち
「
女
子
の
教
育
」
と
い

う
意
義
を
の
み
指
示
す
る
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
残
念
で
あ
る
と

あ
る
。
こ
こ
で
の
「
女
学
」
と
は
、
単
に
女
子
の
学
問
（
教
育
）
を

指
す
言
葉
で
は
な
く
、
女
性
に
関
す
る
一
つ
の
学
問
で
あ
る
と
い
う

の
だ
。「
女
学
」
と
い
う
言
葉
の
指
し
示
す
内
容
は
、
多
様
な
ひ
ろ

が
り
を
も
ち
う
る
言
葉
で
あ
っ
た
。

　

明
治
三
十
年
の
記
事
に
は
、「
女
学
」
に
関
し
、
遡
っ
て
明
治
四

年
の
皇
后
令
旨
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

◎
明◎

治◎

四◎
年◎
　

日
本
最
初
の
洋
行
女
学
生
な
る
大
山
侯
爵
夫
人
、
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瓜
生
夫
人
、
津
田
梅
子
、
吉
益
良マ
マ

子
、
植
田
貞
子
の
五
人
、
将

に
本
国
を
発
せ
ん
と
す
る
や
、
宮
中
に
皇
后
陛
下
の
拝
謁
を
賜

は
り
た
る
後
、
各
一
通
の
書
面
を
受
く
、
こ
は
畏
し
き
あ
た
り

の
令
旨
な
り
と
い
ふ
。
其
文
に
曰
く
、

　

　

�

其
方
女
子
に
し
て
洋
学
修
行
の
志
誠
に
神
妙
の
事
に
候
追
てマ
マ

女
学
御
取
建
の
義
に
候
へ
ば
成
業
帰
朝
の
上
は
婦
女
の
模
範

と
も
相
成
る
様
心
掛
日
夜
勉
励
可
致
候
事

　
　
　
　
　
　

辛
未
十
一
月

こ
れ
日
本
女
学
史
上
に
記
す
べ
き
の
一
要
料
な
り
。（
本
誌
第
四

百
三
十
八
号
参
照
）

（『
女
学
雑
誌
（
（
（

』
第
四
四
一
号
、
明
治
三
十
年
）

　

右
の
「
日
本
女
学
史
上
に
記
す
べ
き
の
一
要
料
」
と
は
、
明
治
四

年
の
日
本
初
の
女
子
留
学
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
皇
后
の
令
旨

が
共
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
令
旨
中
の
「
女
学
」
と
い
う
言
葉
に
も

対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
て
「
欧
化
」
を
編
集
上
の
戦
略
に
用
い
て

い
た
と
さ
れ
る
『
女
学
雑
誌
（
（（
（

』
に
お
い
て
、
同
誌
の
主
張
す
る
「
女

学
」
と
は
皇
后
令
旨
の
「
女
学
」
と
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
そ
れ
に
列
な
る
も
の
と
位
置
付
け
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の

記
事
は
、『
女
学
雑
誌
』
に
お
け
る
皇
后
や
女
学
を
考
え
る
上
で
も

注
目
さ
れ
る
。

三
、
皇
后
の「
女
学
」―
侍
読
・
侍
講
と
の
か
か
わ
り
か
ら
―

（
1
）
侍
読
・
侍
講
の
職
務
①
進
講

　

国
史
の
進
講
を
担
当
し
た
福ふ
く

羽ば

美
静
は
、
皇
后
か
ら
「
女
学
」
に

関
す
る
下
問
を
何
度
か
受
け
て
い
た
と
い
う
（
（（
（

。
次
に
皇
后
自
身
の

「
女
学
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
、
皇
后
、
女

官
の
修
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

皇
后
始
め
女
官
等
、
和
漢
洋
古
今
の
大
勢
に
通
ず
る
の
要
あ
る

を
以
て
、
平
素
読
書
を
励
み
、
聖
上
御
購
読
の
際
陪
聴
を
聴
さ

る
べ
し

（『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
巻
、
明
治
四
年
七
月
）

　

明
治
四
年
八
月
、
在
来
の
女
官
た
ち
が
悉
く
罷
免
さ
れ
、
以
後
女

官
は
皇
后
の
命
に
よ
っ
て
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
宮
中
大

改
革
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
内
廷
の
刷
新
で
あ
る
。
さ
ら
に
皇
后

と
共
に
女
官
た
ち
も
、「
女
子
の
修
学
重
視
」
と
い
う
時
代
の
要
請

に
そ
っ
て
修
学
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』

は
、
明
治
四
年
の
皇
后
に
対
す
る
初
の
進
講
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

記
す
。九

日　

午
後
一
時
よ
り
侍
読
加
藤
弘
之
の
御
進
講
を
聴
か
せ
ら

れ
、
典
侍
広
橋
静
子
以
下
の
女
官
を
し
て
陪
聴
せ
し
め
た
ま
ふ
。

去
る
五
日
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
、
近
時
学
制
改
正
に
よ
り
文
部
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省
設
置
せ
ら
れ
、
女
子
の
修
学
重
視
せ
ら
る
る
気
運
あ
る
を
以

て
、
皇
后
亦
御
修
学
の
為
弘
之
の
御
進
講
を
聴
か
せ
ら
る
べ
き

旨
を
上
申
す
。
皇
后
之
を
御
嘉
納
あ
り
、
毎
月
三
・
八
の
日
を

以
て
進
講
せ
し
む
る
こ
と
と
定
め
た
ま
ふ
。

（『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
明
治
四
年
十
一
月
）

　

こ
れ
と
対
応
す
る
『
明
治
天
皇
紀
』
の
記
事
（
明
治
四
年
十
一
月
九

日
）
に
は
、「
午
後
一
時
皇
后
、
侍
読
加
藤
弘
之
の
進
講
を
聴
き
た

ま
ふ
、
典
侍
以
下
陪
聴
す
、
侍
読
の
皇
后
に
奉
仕
す
る
は
之
れ
を
始

と
す
」
と
あ
る
。
初
め
て
の
進
講
者
と
し
て
登
場
す
る
加
藤
弘
之
は
、

「
洋
学
」
を
担
当
す
る
侍
読
で
あ
っ
た
。
明
治
五
年
の
学
制
の
制
定
、

官
立
女
学
校
設
立
に
先
立
つ
前
年
、
宮
中
で
の
女
性
た
ち
の
修
学
は
、

こ
の
よ
う
に
「
洋
学
」
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
。

　

こ
こ
で
、
天
皇
の
学
問
に
奉
仕
す
る
官
職
「
侍
読
」「
侍
講
」
の

職
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
明
治
元
年
六
月
十
五
日
、「
侍

読
ヲ
設
ク
」
と
い
う
記
事
が
、『
太
政
類
典
』
草
稿
第
一
編
に
み
ら

れ
る
。

　

こ
の
時
、
皇
学
所
御
用
掛
を
以
て
侍
講
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
平
田

大
角
（
延
胤
）、
漢
学
所
御
用
掛
を
以
て
侍
講
に
任
じ
ら
れ
た
の
が

中
沼
了
三
と
あ
る
（
（（
（

。
本
文
中
で
は
「
侍
講
」
と
あ
る
も
の
の
、
以
後

の
『
明
治
天
皇
紀
』
等
の
記
事
で
は
、
中
沼
了
三
、
平
田
延
胤
と
も

「
侍
読
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
明
治
天
皇
紀
』
か
ら
侍
読
、
侍
講
の
任
命
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

明
治
三
年
十
二
月
四
日
、
大
学
大
丞
加
藤
弘
之
が
、
ま
た
明
治
四
年

五
月
三
十
日
、「
侍
読
」
中
沼
了
三
に
代
わ
っ
て
宮
内
省
出
仕
の
元

田
永
孚
、
同
年
八
月
十
五
日
に
は
兵
部
大
丞
西
周
が
そ
れ
ぞ
れ
「
侍

読
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
八
年
一
月
に
は
、「
侍
読
」
を
改
称
し
「
侍
講
」
の
制
が
定

め
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
宮
内
省
三
等
出
仕
福
羽
美
静
が
二
等
侍
講
に
、

宮
内
省
四
等
出
仕
加
藤
弘
之
を
三
等
侍
講
に
、
宮
内
省
五
等
出
仕
元

田
永
孚
が
四
等
侍
講
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
十
年
八
月

に
は
侍
講
局
（
（（
（

が
設
置
さ
れ
、
文
学
御
用
掛
が
侍
講
局
に
所
属
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

侍
講
の
制
は
、
明
治
十
八
年
十
月
廃
止
さ
れ
る
が
、
明
治
六
年
か

ら
明
治
七
年
ま
で
の
『
侍
読
日
記
』
が
、
侍
講
の
制
が
整
っ
た
明
治

八
年
か
ら
明
治
十
九
年
ま
で
の
『
侍
講
日
記
』
が
宮
内
庁
宮
内
公
文

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
進
講
に
つ
い
て
は
、
加
藤
弘
之
の
『
加

藤
弘
之
自
叙
伝
』、
元
田
永
孚
の
『
還
暦
之
記
』
等
、
侍
読
や
侍
講

個
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
公
文
書
と
し
て
の
『
侍

読
日
記
』『
侍
講
日
記
』（
以
下
日
記
あ
る
い
は
両
日
記
と
記
す
）
は
、

「
侍
読
」「
侍
講
」
の
日
々
の
職
務
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
こ
れ
ら
の
日
記
に

基
づ
い
て
、
明
治
初
期
の
皇
后
と
侍
読
・
侍
講
の
間
で
実
施
さ
れ
た

「
女
学
」
の
概
観
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

　
『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
に
は
、
明
治
四
年
の
加
藤
に
よ
る
進
講
の
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初
見
以
来
、
明
治
十
五
年
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
に
わ
た
っ
て
、
平
常
の

「
御
修
学
」
と
し
て
「
暑
中
休
暇
及
び
御
用
務
あ
ら
せ
ら
る
る
日
を

除
き
、
日
々
御
修
学
に
励
み
た
ま
ふ
こ
と
客
年
に
同
じ
。」
等
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
実
録
の
記
事
の
と
お
り
、
両
日
記
に
は
、
侍

読
・
侍
講
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
日
々
の
進
講
の
様
子
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

　
『
侍
読
日
記　

明
治
六
年
（
（（
（

』（
自
十
月
六
日
至
十
二
月
二
十
八
日
）
の

冒
頭
を
み
て
み
よ
う
。

明
治
六
年

　
　

十
月
七
日　

晴		


實
法

一　

午
前
第
八
時
ヨ
リ
当
詰
所
へ
分
チ
書
籍
等
引
移
ス

一　

�

加
藤
指
図
ニ
付
浅
田
大
録
ヘ
申
談
当
課
へ
給
仕
一
人
宛
日

日
詰
切

一　

主
上
御
稽
古
美
静
「
永
孚
」
奉
仕

　
　

十
月
八
日　

曇		


實
法

一　

午
前
第
十
時
吹
上
ヘ　

行
幸　

御
稽
古
御
延
引

一　

皇
后
宮
午
前
十
一
時
御
稽
古
弘
之
奉
仕

一　

午
後
御
稽
古
永
孚
奉
仕

　
　

十
月
九
日		



實
法

一　

�

午
前
第
七
時
ヨ
リ
開
成
学
校
へ　

臨
幸
開
業
式
被
為
行　

御
稽
古
御
延
引

一　

皇
后
宮
午
前
十
一
時
御
稽
古
被
為
在
永
孚
奉
仕

一　

福
羽
風
気
ニ
テ
不
参

（『
侍
読
日
記　

明
治
六
年
』）

　

こ
の
よ
う
に
、
天
皇
、
皇
后
へ
の
日
々
の
進
講
は
「
御
稽
古
」
と

記
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
昭
憲
皇
太
后
の
進
講
に
つ
い
て
は
「
皇
后

宮
御
稽
古
」
と
明
記
さ
れ
、
皇
后
へ
の
進
講
の
際
は
、
女
官
へ
の
教

授
の
有
無
も
併
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
女
官
の
学
び
に
つ
い
て
も

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
当
初
の
日
記
に
は
、
担
当
名
の
み

で
進
講
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
詳
細

は
不
明
で
あ
る
が
、
中
途
か
ら
、
用
い
ら
れ
た
書
物
名
も
記
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

　

皇
后
の
愛
読
書
と
さ
れ
、
長
く
女
子
教
育
に
も
影
響
力
を
も
っ
た（（（
（

中
国
の
女
訓
書
『
女
四
書
』
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
年
十
二
月
に
、

加
賀
藩
の
前
田
慶
寧
か
ら
七
帙
献
上
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
日
記
に

み
ら
れ
る
。
前
田
氏
か
ら
の
献
上
は
嘉
永
七
年
に
『
校
訂　

女
四

書
』
が
加
賀
藩
の
儒
者
西
坂
成
庵
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
献
上
さ
れ
た
『
女
四
書
』
の
う
ち
、
二
帙
は
皇

后
、
皇
太
后
へ
献
上
さ
れ
、
四
帙
は
「
女
官
稽
古
本
」
と
あ
り
（
（（
（

、
日

記
か
ら
『
女
四
書
』
は
進
講
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

但
し
、
両
日
記
に
は
皇
太
后
へ
の
進
講
の
記
事
は
み
ら
れ
な
い
。

　

日
記
に
は
天
皇
、
皇
后
、
皇
太
后
御
料
と
な
る
献
上
書
籍
あ
る
い
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は
、
調
度
課
で
表
紙
を
付
け
て
整
え
ら
れ
る
新
聞
、
雑
誌
の
授
受
も

記
録
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

◎
皇
后
陛
下
乙
夜
御
覧
の
新
聞
は

時
事
新
報
、
東
京
日
々
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
報
知
新
聞
、
日
本
、

国
民
新
聞
、
中
央
新
聞
、
東
京
新
聞
等
に
て
あ
ら
せ
ら
る
ゝ
や

に
承
は
る
。

（『
女
学
雑
誌
』
第
四
三
〇
号
、
明
治
二
十
九
年
）

女
学
雑
誌
は
上
み
皇
后
宮
陛
下
を
始
め
奉
り
宮
内
省
女
官
御
中
、

貴
顕
高
爵
の
貴
婦
人
御
中
、
は
固
よ
り
全
国
各
地
の
諸
女
学
校

に
し
て
一
部
以
上
講
読
せ
ら
れ
ざ
る
所
は
無
之
其
外
女
教
師
女

生
徒
の
方
に
ハ
申
迄
も
無
く
凡
中
以
上
の
婦
人
方
即
は
ち
新
聞

に
注
意
し
世
の
中
の
進
歩
に
心
を
懸
け
ら
る
ゝ
向
の
女
流
は
大

抵
女
学
雑
誌
を
以
て
交
際
上
の
話
し
の
種
と
致
さ
る
ゝ
程
に
て

其
外
男
子
の
方
々
に
て
女
学
に
熱
心
の
諸
君
及
び
教
育
に
従
事

せ
ら
る
ゝ
諸
氏
は
孰
も
講
読
有
之
候
事

女
学
雑
誌
ハ
婦
女
子
に
関
す
る
雑
誌
新
聞
中
に
て
尤
も
旧
る
く

尤
も
勢
力
あ
り
尤
も
売
口
多
き
も
の
な
る
事

（『
女
学
雑
誌
』
第
一
〇
七
号
、
明
治
二
十
一
年
、
広
告
）

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
明
治
二
十
年
代
の
『
女
学
雑
誌
』
の
記
事

で
あ
る
が
、
記
事
か
ら
は
皇
后
や
女
官
が
新
聞
や
雑
誌
と
い
う
近
代

の
メ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
、
情
報
収
集
を
行
う
姿
が
窺
わ
れ
る
。
ま

た
雑
誌
広
告
文
中
に
み
ら
れ
る
皇
后
や
女
官
の
『
女
学
雑
誌
』
講
読

の
記
事
も
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
広
告
文
は
、「
女
学
」
に
関

心
の
あ
る
読
者
層
へ
の
宣
伝
効
果
を
裏
付
け
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

（
2
）
侍
読
・
侍
講
の
職
務
②
―
諸
学
校
へ
の
行
啓
供
奉
―

　

侍
読
・
侍
講
の
職
務
と
い
う
視
点
で
日
記
を
追
っ
て
い
く
と
、
文

献
講
読
の
み
に
留
ま
ら
な
い
皇
后
の
女
学
の
あ
り
よ
う
が
次
第
に
み

え
て
く
る
。

　

明
治
六
年
十
二
月
五
日
に
は
、
増
上
寺
脇
に
あ
っ
た
北
海
道
開
拓

の
た
め
の
開
拓
使
仮
学
校
、
同
女
学
校
へ
の
行
啓
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
行
啓
の
様
子
に
つ
い
て
は
、『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
に
詳
細
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
仮
学
校
で
は
、
皇
后
は
ア
メ
リ

カ
人
教
師
の
謁
見
を
受
け
、
ま
た
女
学
校
で
は
北
海
道
開
拓
使
長
官

黒
田
清
隆
と
二
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
女
教
師
と
四
人
の
女
官
と
共
に
写

真
を
撮
影
し
て
い
る
。
侍
講
に
よ
る
洋
学
の
進
講
と
と
も
に
、
一
方

で
は
こ
う
し
た
学
校
へ
の
行
啓
で
外
国
人
と
の
接
見
が
行
わ
れ
て
い

た
。

　
『
侍
読
日
記　

明
治
六
年
』
に
よ
れ
ば
こ
の
女
学
校
行
啓
に
福
羽

美
静
が
供
奉
し
て
い
る
が
（
（（
（

、
侍
読
に
は
学
校
へ
の
行
幸
啓
供
奉
と
い

う
職
務
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
行
啓
供
奉
の
職
務
は
、
侍
講
に
も
引

き
継
が
れ
、『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
、
明
治
十
年
十
月
十
七
日
以
降
、

東
京
府
諸
学
校
へ
の
行
幸
、
行
啓
に
あ
た
っ
て
、
侍
講
が
一
人
供
奉



414明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 51 号〕平成 26 年 11 月

す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
と
あ
る
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
同
年
六
月
に
は
官
営
富
岡
製
糸
場
へ
の
行
啓
も
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
も
侍
読
と
し
て
福
羽
美
静
が
供
奉
し
て
い
る
。

富
岡
製
糸
場
行
啓
に
あ
た
っ
て
福
羽
は
、
皇
后
を
は
じ
め
女
官
た
ち

に
も
歌
文
を
詠
む
よ
う
に
勧
め
た
と
い
う
。
こ
の
行
啓
で
詠
ま
れ
た

の
が
、「
い
と
車
と
く
も
め
く
り
て
大
御
代
の
富
を
た
す
く
る
道
ひ

ら
け
つ
つ
」
と
い
う
殖
産
興
業
奨
励
の
有
名
な
御
歌
で
あ
る
。

　

福
羽
に
よ
っ
て
宮
内
省
罫
紙
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
皇
后
宮

御
歌
写
（
（（
（

』
に
は
、「
明
治
六
年
六
月
富
岡
行
啓
の
を
り
皇
后
宮
よ
ま

せ
た
ま
ひ
け
る
御
歌
」
と
題
し
、「
富
を
か
な
る
製
糸
場
に
て
」
と

題
し
て
、
先
の
御
歌
と
共
に
「
御
世
の
為
並
居
て
学
ふ
と
き
わ
き
の

日
々
に
賑
ハ
ふ
富
を
か
の
さ
と
」
と
い
う
御
歌
も
記
さ
れ
て
い
る
。

富
岡
製
糸
場
は
工
場
で
は
あ
る
が
、
近
代
的
な
器
械
製
糸
の
指
導
者

を
育
成
す
る
た
め
の
「
学
び
の
場
」
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
御

歌
だ
け
で
な
く
、「
富
岡
製
糸
場
工
女
勉
強
之
図
」
等
、
錦
絵
の
題

目
か
ら
も
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

学
問
の
担
当
で
あ
る
侍
読
、
侍
講
の
諸
学
校
へ
の
行
啓
供
奉
と
い

う
役
割
か
ら
考
え
れ
ば
、
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
明
治
初
期
の
実
践

的
な
学
び
の
場
へ
の
行
啓
は
、
女
学
生
や
工
女
た
ち
へ
の
激
励
の
意

味
の
み
な
ら
ず
、
皇
后
の
「
御
修
学
」
の
一
部
、
す
な
わ
ち
、
皇
后

や
女
官
の
「
女
学
」
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

（
3
）
侍
読
・
侍
講
の
職
務
③
―
『
明
治
孝
節
録
』
出
版
―

　

一
方
、
皇
后
の
内
旨
に
よ
っ
て
、
明
治
十
年
に
『
明
治
孝
節
録
』、

明
治
二
十
年
に
は
『
婦
女
鑑
』
と
い
う
書
物
が
宮
内
省
か
ら
出
版
さ

れ
て
い
る
。『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
に
は
『
明
治
孝
節
録
』
の
出
版

に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
「
皇
后
夙
に
御
読
書
等
の
間
、
忠
孝
節
義

の
人
心
を
感
動
せ
し
む
べ
き
も
の
を
選
び
て
、
之
を
女
官
等
に
筆
記

せ
し
め
た
ま
ひ
、
以
て
一
書
を
編
み
た
ま
は
ん
と
の
思
召
あ
り
。」

（
明
治
十
年
十
二
月
二
十
八
日
）
と
あ
る
。

　

こ
の
『
明
治
孝
節
録
』
出
版
に
関
す
る
記
事
は
、
明
治
十
年
の

『
侍
講
日
記
』
に
も
み
ら
れ
、
こ
の
出
版
も
侍
講
と
の
深
い
関
わ
り

が
窺
わ
れ
る
。『
明
治
孝
節
録
』
の
序
文
は
、
和
文
で
二
等
侍
講
福

羽
美
静
が
、
漢
文
で
三
等
侍
講
元
田
永
孚
が
記
し
て
い
る
。

明
治
十
年
に
あ
た
り
明
治
孝
節
録
の
書
な
れ
り
。
こ
の
書
ハ
こ

れ
わ
か
明
治
聖
主
の
親
愛
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
の
皇
后
宮
の
内
旨

に
よ
り
て
成
れ
る
も
の
な
り
。
皇
后
宮
か
し
こ
く
も
至
尊
に
つ

か
へ
た
ま
ふ
の
い
と
ま
こ
の
ミ
て
書
を
よ
み
た
ま
ひ
、
ま
た
侍

す
る
所
の
女
官
を
し
て
な
に
く
れ
の
書
を
さ
く
ら
し
め
筆
記
せ

し
め
た
ま
へ
り
。
こ
の
孝
節
録
も
も
と
ハ
新
聞
紙
な
と
よ
り
ぬ

き
出
た
る
か
つ
も
れ
る
な
り
。

（
福
羽
美
静
序
『
明
治
孝
節
録
（
（（
（

』）

　

序
文
に
は
、
こ
の
抜
き
書
き
か
ら
成
る
原
稿
が
明
治
六
年
の
宮
城
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火
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
た
め
、
官
府
賞
与
の
簿
冊
な
ど
か
ら
、
福

羽
が
同
様
の
伝
承
を
取
り
集
め
て
皇
后
宮
に
奉
っ
た
と
あ
る
。
同
書

の
成
立
は
、
も
と
は
皇
后
が
新
聞
雑
誌
等
か
ら
寄
り
抜
い
た
記
事
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
序
文
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

序
に
続
い
て
本
文
前
に
収
録
さ
れ
た
「
例
言
」
は
明
治
八
年
六
月

か
ら
歌
道
御
用
掛
と
し
て
『
古
今
和
歌
集
』『
源
氏
物
語
』
な
ど
の

進
講
を
担
当
し
た
近
藤
芳
樹
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
八
年
の

『
侍
講
日
記
』
に
よ
れ
ば
「
忠
孝
人
伝
」
の
編
集
御
用
の
た
め
に
、

近
藤
へ
料
紙
五
百
枚
を
め
ぐ
ら
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。「
忠
孝

人
伝
」
編
集
御
用
と
は
、
ま
さ
に
『
明
治
孝
節
録
』
の
編
集
作
業
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
明
治
八
年
に
は
書
名
は
不
定
な
も
の
の
、
す
で
に

侍
講
ら
に
よ
っ
て
書
籍
と
し
て
の
編
集
作
業
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
日
記
に
は
「
但
福
羽
侍
講
指
図
被
申
越
候
事
」
と
あ
り
、
二

等
侍
講
福
羽
が
中
心
と
な
っ
て
指
揮
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
（（
（

。

　

学
習
院
大
学
所
蔵
福
羽
美
静
文
庫
に
は
、
こ
の
『
明
治
孝
節
録
』

の
草
稿
と
考
え
ら
れ
る
『
明
治
孝
善3

録
草
稿
』
と
い
う
一
冊
が
あ
る
。

皇
后
宮
料
紙
「
飛
香
舎
」
用
箋
に
記
さ
れ
た
こ
の
書
の
表
紙
裏
に
は
、

こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
裏
付
け
る
よ
う
に
「
皇
后
宮
思
召
ニ
よ
り

学
之
考
」
と
記
さ
れ
、
第
一
頁
に
は
「
皇
后
宮
選
述
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
『
明
治
孝
節
録
』
発
行
翌
年
の
明
治
十
一
年
か
ら
、

早
速
続
編
の
編
纂
作
業
が
行
わ
れ
た
。『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
に
は
、

「
尚
遺
漏
し
て
同
書
に
掲
げ
ら
れ
ざ
り
し
善
行
美
績
の
存
す
る
を
思

召
さ
れ
、
之
を
調
査
報
告
す
べ
き
旨
、
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
を
し
て

各
府
県
長
官
に
内
達
せ
し
め
た
ま
ふ
。」（
明
治
十
一
年
五
月
三
日
条
）

と
あ
り
、
続
編
の
編
纂
も
、
皇
后
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
宮
内
卿
よ
り
各
府
県
に
続
編
の
編
纂
を
目

的
と
し
た
事
例
の
提
出
が
求
め
ら
れ
、
各
地
か
ら
そ
の
取
調
書
が
宮

内
省
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
続
編
発
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

こ
う
し
た
出
版
に
対
す
る
皇
后
の
積
極
的
な
働
き
か
け
は
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
折
し
も
こ
の
明
治
十
年
と
い
う
年
は
、
皇
后

の
内
旨
に
よ
っ
て
華
族
女
学
校
が
開
業
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
福
羽
、
元
田
、
近
藤
ら
、
侍
講
や
侍
講
局
の
『
明
治

孝
節
録
』
へ
の
関
わ
り
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
教
訓
書
出
版
は
、
進

講
の
一
環
と
い
う
側
面
と
、
日
々
の
皇
后
の
学
び
を
広
く
人
々
に
伝

え
る
と
い
う
意
義
を
も
含
ん
で
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
こ
こ
で
、
女
官
た
ち
の
学
び
に
も
注
意
し
た
い
。
皇
后
は

明
治
六
年
、
す
べ
て
の
女
官
に
同
年
七
月
に
発
行
さ
れ
た
『
女
訓
地

学
用
文
章
（
（（
（

』
と
い
わ
れ
る
書
籍
を
下
賜
し
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
書
は
、
書

簡
の
往
来
形
式
に
よ
っ
て
、
カ
タ
カ
ナ
書
の
英
単
語
を
交
え
な
が
ら

天
文
、
外
国
の
地
理
、
語
学
、
宗
教
な
ど
人
文
地
理
を
記
し
た
内
容

で
あ
る
。
本
文
中
に
は
「
此
ご
ろ
ハ
独ド

逸イ
ツ

学が
く

と
か
申
頻し
き

り
に
行
は
れ

恐お
そ
れお
ほ
く
も　

皇
后
様
に
も
其そ
の

学が
く

御
稽け
い

古こ

遊
バ
さ
せ
ら
れ
候
よ
し
窺

ひ
お
よ
び
候
」
と
あ
り
、
皇
后
の
進
講
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
よ
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り
、
女
性
の
学
び
を
奨
励
す
る
一
文
も
見
ら
れ
る
。

　

明
治
二
十
年
刊
行
さ
れ
た
『
婦
女
鑑
』
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
年

の
『
女
学
雑
誌
』
に
そ
の
出
版
を
予
告
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
刊
行
以
前
か
ら
皇
后
編
著
の
本
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

○
皇
后
宮
御
編
著　

の
書
籍
何
読
本
と
か
云
へ
る
ハ
襄さ

き

に
華
族

女
学
校
へ
御ぎ

よ

啓け
い

あ
り
た
る
節
生
徒
の
方
々
へ
一
部
づ
ヽ
賜
ハ
り

た
る
も
の
に
て
固
よ
り
民
間
私
人
の
拝
覧
し
得
た
る
も
の
な
ら

ね
ど
聞
く
所
に
よ
れ
バ
近
々
之
を
出
版
し
て
世
に
御
恵
の
言
の

葉
を
施
か
ん
と
す
る
人
あ
り
と
か
云
へ
バ
吾
人
ハ
一
日
も
早
く

之
を
拝
覧
す
る
の
栄
を
得
ん
こ
と
を
希
ふ
者
な
り

（『
女
学
雑
誌
』
第
十
六
号
、
明
治
十
九
年
）

　

明
治
二
十
一
年
に
華
族
女
学
校
の
読
本
と
し
て
『
婦
女
鑑
』
が
行

啓
の
折
に
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
に
よ

れ
ば
、
税
所
敦
子
の
歌
集
『
御
影
下
草
』（
明
治
二
十
二
年
）、
小
池

道
子
『
み
ち
の
つ
と
』（
明
治
二
十
四
年
）
と
、
女
官
の
著
書
も
行
啓

の
折
華
族
女
学
校
の
全
女
学
生
に
、
そ
れ
ぞ
れ
各
一
冊
ず
つ
下
賜
さ

れ
て
い
る
。
皇
后
と
共
に
、
女
子
教
育
に
お
け
る
女
官
た
ち
の
役
割

も
ま
た
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
『
女
学
雑
誌
』（
明
治
二
十
七
年
、
第
三
七
〇
号
）
の
、
結
婚
二
十
五

年
大
典
（
い
わ
ゆ
る
銀
婚
式
）
に
関
す
る
社
説
で
は
、「（
皇
后
）
陛
下

の
御
学
力
の
ほ
ど
は
申
す
も
恐
れ
あ
り
、
女
官
の
う
ち
漢
籍
に
通
じ
、

一
下
千
瀉
、
立
ど
こ
ろ
に
漢
文
を
作
ら
ん
ほ
ど
の
秀
才
も
多
き
に
、

古
へ
の
納
言
と
た
が
ひ
て
、
馬
骨
を
買
は
ん
や
な
ど
罵
る
声
の
簾
中

よ
り
漏
れ
ざ
る
は
、
悉
と
く
、
陛
下
の
謙
徳
に
化
す
れ
ば
な
り
と

ぞ
」
と
あ
り
、
女
官
の
学
力
の
高
さ
を
記
す
と
共
に
、
皇
后
に
つ
い

て
「
其
の
言
行
一
々
の
御
跡
を
履
ま
ば
、
女
道
の
完
全
な
る
理
想
は

優
に
こ
ゝ
に
存
す
べ
し
と
」
と
称
え
、
理
想
の
女
性
と
位
置
付
け
て

い
る
。『
女
学
雑
誌
』
に
お
け
る
皇
后
は
、
ま
さ
に
「
女
学
」
の
模

範
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
、
明
治
の
通
信
教
育
『
女
学
講
義
』
を
め
ぐ
っ
て

（
1
）
官
営
女
学
校
と
渋
沢
歌
子

　

こ
こ
で
、
草
創
期
の
近
代
教
育
を
受
け
た
女
性
た
ち
に
も
目
を
向

け
て
み
た
い
。

　

明
治
の
実
業
家
で
あ
る
渋
沢
栄
一
と
妻
千
代
の
長
女
、
渋
沢
（
穂

積
）
歌
子
は
、
明
治
五
年
に
設
立
さ
れ
た
初
の
官
営
女
学
校
―
東
京

女
学
校
（
竹
橋
女
学
校
）
に
進
学
し
て
い
る
。
こ
の
女
学
校
時
代
に

つ
い
て
、
歌
子
は
次
の
よ
う
な
回
想
を
残
し
て
い
る
。

明
治
五
年
の
春
。
湯
島
な
る
家
ハ
官
へ
出
ま
す
に
も
路
の
程
遠

け
れ
バ
と
て
北
神
保
町
に
移
り
住
み
給
ふ
。
此
頃
や
う
〳
〵
女

子
教
育
の
道
ひ
ら
き
て
。
雉
子
橋
内
に
は
じ
め
て
女
学
校
を
設

け
ら
れ
け
れ
バ
。
母
君
に
ハ
や
が
て
わ
ら
は
を
そ
こ
に
の
ぼ
ら



昭憲皇太后と「女学」をめぐる明治の女性たち（小平）417

し
め
。
日
々
通
は
し
め
給
ひ
け
り
。
此
学
校
ハ
後
に
一
橋
内
に

移
さ
れ
け
る
が
明
治
六
年
十
一
月
二
十
九
日　

后
の
宮
に
は
始

め
て
こ
ヽ
に
行
啓
あ
ら
せ
ら
れ
。
生
徒
な
る
女
の
童
が
物
学
ぶ

さ
ま
見
そ
な
は
せ
ら
れ
。
書
籍
一
部
を
お
の
も
〳
〵
に
賜
は
り

け
り
。
わ
ら
は
ハ
此
時　

か
し
こ
き
大
御
前
に
て
日
本
国
尽
と

い
う
書
の
。
近
江
八
景
の
く
だ
り
を
な
ん
暗
唱
し
た
り
け
る
。

（
穂
積
歌
子
『
は
ゝ
そ
の
落
葉
』
明
治
三
十
三
年
（
（（
（

）

　

歌
子
の
回
想
に
は
、
こ
の
よ
う
に
東
京
女
学
校
の
行
啓
の
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
行
啓
に
つ
い
て
は
『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
に

も
記
録
が
あ
る
。
神
田
錦
町
の
開
成
学
校
の
後
に
東
京
女
学
校
に
行

啓
、
教
室
で
の
授
業
観
覧
の
後
、
開
成
学
校
優
等
生
四
名
、
東
京
女

学
校
優
等
生
十
五
名
に
、「
御
前
に
於
て
書
籍
を
賜
う
」
と
あ
る
か

ら
、
歌
子
は
優
等
生
の
一
人
と
し
て
書
籍
を
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
明
治
六
年
同
日
の
『
侍
読
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
行
啓
に
は
、

福
羽
美
静
、
加
藤
弘
之
、
元
田
永
孚
と
和
漢
洋
の
担
当
侍
読
が
揃
っ

て
供
奉
し
て
い
る
。

　

官
立
東
京
女
学
校
に
は
、
歌
子
を
は
じ
め
、
明
六
社
に
関
わ
る
津

田
真
道
や
杉
亮
二
ら
の
娘
な
ど
開
明
的
な
家
柄
の
娘
た
ち
が
在
学
し

て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
東
京
女
子
師
範
学
校
別
科
英
学
科
に
進
学

し
、
後
に
東
京
高
等
女
学
校
御
用
掛
を
経
て
、
共
立
女
子
職
業
学
校

を
設
立
し
、
女
子
教
育
に
携
わ
っ
た
後
の
鳩
山
春
子
も
歌
子
と
同
級

で
あ
っ
た
（
（（
（

。

　

一
方
春
子
と
は
異
な
り
、
歌
子
の
方
は
明
治
九
年
に
自
宅
が
深
川

に
移
っ
た
の
を
機
に
、
通
学
を
や
め
明
治
十
五
年
に
は
明
治
・
大
正

時
代
の
法
学
者
・
穂
積
陳
重
と
結
婚
し
三
男
三
女
を
も
う
け
、
い
わ

ゆ
る
家
庭
婦
人
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
三
年
か
ら
昭
和
七
年
で
亡
く

な
る
ま
で
記
さ
れ
た
歌
子
の
「
日
記
」
は
、
明
治
政
府
が
推
進
し
た

草
創
期
の
近
代
教
育
を
受
け
た
女
性
た
ち
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

考
え
方
を
も
ち
、
人
生
を
歩
ん
だ
の
か
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
で

あ
る
。（

2
）
皇
后
と
通
信
教
育
『
女
学
講
義
』

　

家
庭
婦
人
と
し
て
の
歌
子
の
日
記
の
内
容
は
、
夫
や
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
な
ど
、
家
庭
の
細
々
と
し
た
日
々
の
出
来
事
が
主
で
あ
る
が
、

近
代
教
育
を
受
け
た
女
性
と
し
て
の
記
事
も
見
ら
れ
る
。

四
月
二
十
二
日
（
水
）
終
日
雨
ふ
る
。
午
後
旦
那
様
調
査
会
へ

お
出
。
午
前
洋
服
仕
立
て
屋
来
る
。
旦
那
様
ラ
シ
ャ
フ
ロ
ッ
ク

コ
ー
ト
あ
つ
ら
へ
る
。
孟
母
、
ガ
リ
レ
オ
、
ジ
ェ
ン
ネ
ル
等
詠

史
四
五
首
よ
み
出
で
た
り
。
女
学
会
講
義
録
は
至
極
よ
ろ
し
け

れ
ば
大
川
照
子
ら
に
す
す
め
し
に
、
お
く
に
さ
ん
も
ふ
み
も
講

読
し
た
き
と
の
望
な
り
。　
（『
穂
積
歌
子
日
記
（
（（
（

』
明
治
二
十
九
年
）

　

例
え
ば
右
の
日
記
に
み
ら
れ
る
「
女
学
会
講
義
録
」
の
記
事
で
あ

る
。『
穂
積
歌
子
日
記
』
を
編
纂
し
た
穂
積
重
行
氏
は
、
こ
の
「
女

学
会
講
義
録
」
に
対
し
て
、「
巌
本
善
治
主
催
の
「
女
学
雑
誌
」（
十
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八
年
創
刊
）
の
系
統

（
当
然
明
治
女
学
校
の

系
統
）
と
も
考
え
た

が
、
後
出
の
通
り
歌

子
が
身
辺
の
人
や
女

中
に
ま
で
勧
め
る
に

は
程
度
が
高
す
ぎ
る

よ
う
で
あ
る
」
と
し

た
上
で
、「
早
稲
田

学
報
」
に
広
告
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
『
女

学
講
義
』
と
考
え
ら

本
会
は
女
子
に
必
要
な
る
学
科
手
芸
科
を
掲
げ
た
る
講
義
録
を

発
行
し
女
学
校
に
登
校
し
難
き
女
子
に
配
布
し
て
自
修
せ
し
む

講
義
は
何
れ
も
名
家
の
擔
任
に
係
り
講
述
の
懇
到
平
易
な
編
成

の
高
尚
優
美
な
る
能
く
学
問
と
実
用
の
調
和
を
得
て
所
謂
花
も

実
も
あ
る
家
庭
の
良
師
な
り
と
は
世
上
識
者
の
定
評
也
特
に
毎

巻
畏
く
も　

皇
后
陛
下
叡
覧
の
光
栄
を
荷
ふ
講
習
の
期
を
二
個

年
と
し
第
八
巻
迄
既
刊
す
目
下
新
版
出
来
に
付
各
巻
欠
本
無
し

会
費
は
束
修
三
拾
銭
月
謝
三
拾
銭
と
す
詳
細
な
る
会
則
希
望
者

へ
は
申
込
み
次
第
進
呈
す
可
し
本
会
賛
成
員
の
貴
婦
人
方
左
の

如
し

（『
女
学
雑
誌
』
第
四
二
四
号
、
明
治
二
十
九
年
）

　

右
の
『
女
学
雑
誌
』
掲
載
の
広
告
に
あ
る
と
お
り
、
大
日
本
女
学

会
は
、
明
治
二
十
八
年
十
一
月
よ
り
始
ま
っ
た
通
信
教
育
講
座
を
実

施
す
る
た
め
の
組
織
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
当
時
の
講
師
陣
に
は
、

侍
講
の
福
羽
美
静
が
修
身
を
担
当
し
た
の
を
は
じ
め
、
国
文
・
学
習

院
教
授
関
根
正
直
、
作
歌
・
華
族
女
学
校
教
授
坂
正
臣
、
家
庭
教

育
・
三
輪
田
真
佐
子
、
礼
法
・
女
子
高
等
師
範
学
校
教
諭
佐
方
鎮
子

な
ど
当
時
の
代
表
的
な
教
育
者
た
ち
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

賛
成
員
に
は
、
歌
子
の
他
に
鳩
山
春
子
、
津
田
梅
子
、
瓜
生
繁
子

を
は
じ
め
、
名
誉
賛
成
員
に
大
山
捨
松
ら
の
名
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
立
場
は
異
な
る
も
の
の
、
初
期
の
近
代
教
育
を
受
け
た
女
性

た
ち
が
、
以
後
様
々
な
か
た
ち
で
教
育
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示

図 1

れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
（（
（

。

　
『
女
学
講
義
』
に
つ
い
て
は
、『
女
学
雑
誌
』
に
度
々
詳
し
い
広
告

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
賛
成
員
に
は
穂
積
歌
子
の
名
も
連
ね
ら

れ
て
お
り
、
歌
子
の
日
記
に
あ
る
「
女
学
会
講
義
録
」
と
は
、
大
日

本
女
学
会
が
発
行
し
た
通
信
教
育
講
座
の
議
事
録
で
あ
る
『
女
学
講

義
』（
図
1
）
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
誌
は
全
国
規
模

で
女
性
を
対
象
と
し
た
通
信
教
育
と
し
て
は
嚆
矢
に
あ
た
る
と
い
う
（
（（
（

。

�

大
日
本
女
學
會 　

会
員
募
集

総　

裁　

小
松
宮
御
息
所
殿
下

副
総
裁　

鍋
島
侯
爵
夫
人
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す
事
例
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

と
り
わ
け
、
家
庭
婦
人
と
な
っ
た
歌
子
が
、
こ
う
し
た
女
性
た
ち

の
た
め
の
通
信
教
育
に
関
わ
り
、
女
中
を
は
じ
め
身
辺
の
女
性
た
ち

に
も
そ
の
講
読
を
勧
め
る
よ
う
な
行
動
を
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。

　
『
女
学
雑
誌
』
同
様
に
こ
の
『
女
学
講
義
』
に
も
、
毎
巻
の
「
皇

后
叡
覧
」
が
宣
伝
文
に
あ
り
（
（（
（

、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日
に
は
、

こ
の
大
日
本
女
学
会
に
皇
后
か
ら
御
歌
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

二
十
日　

大
日
本
女
学
校
よ
り
同
会
発
行
の
図
書
「
女
学
講

義
」
に
皇
后
の
御
詠
を
奉
掲
せ
ん
こ
と
を
願
へ
る
を
以
て
、
左

十
一
月
）

　
『
女
学
講
義
』（
第
二
回
第
六
巻
、
明
治
三
十
一
年
・
図
2
）
の
巻
頭

見
開
き
に
は
、
こ
の
御
歌
の
色
紙
が
「
皇
后
宮
下
賜
御
歌
」
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
学
ぶ
女
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
皇
后
像
が
窺
わ

れ
る
。五

、
婦
人
慈
善
会
と
「
女
学
」

　

一
方
、
穂
積
歌
子
の
日
記
に
は
、
東
京
慈
恵
医
院
を
は
じ
め
、
慈

善
活
動
に
関
す
る
記
事
も
散
見
す
る
。

①�

五
月
八
日
（
金
）
快
晴
な
れ
ど
も
中
々
寒
し
。
旦
那
様
朝
お

出
ま
し
、
調
査
会
へ
お
出
、
夜
七
時
半
お
帰
り
。（
中
略
）

午
後
宮
内
省
よ
り
お
使
、
東
京
慈
恵
医
院
常
置
幹
事
被
仰
付

候
事
と
い
ふ
辞
令
書
た
ま
は
り
た
り
。
皇
后
陛
下
よ
り
の
御

沙
汰
に
付
、
御
請
書
差
出
す
べ
き
旨
、
香
川
子
よ
り
添
書
あ

り
た
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
二
十
九
年
）

②�

五
月
十
二
日
（
火
）
終
日
雨
天
な
り
。（
中
略
）
夕
鳩
山
奥
さ

ん
よ
り
手
紙
、
明
治
女
学
校
慈
善
市
寄
付
の
事
た
の
み
越
さ

る
。
夜
高
木
奥
さ
ん
よ
り
手
紙
、
今
月
二
十
六
七
日
頃
慈
恵

医
院
へ
行
啓
あ
ら
せ
ら
る
る
御
様
子
の
よ
し
。

（
明
治
二
十
九
年
）

図 2

の
御
歌
一
首
を

下
附
せ
し
め
ら

る
　
　

読
書
言
志

　

�

よ
る
ひ
か
る

玉
も
な
に
せ

ん
身
を
て
ら

す
文
こ
そ
人

の
た
か
ら
な

り
け
れ

（『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』

上
巻
、
明
治
二
十
九
年
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③
三
月
十
三
日
（
金
）
半
晴
。
旦
那
様
午
後
法
理
研
究
会
へ
お

出
、
夜
八
時
お
帰
り
。
午
後
小
鹿
島
筆
子
さ
ん
来
訪
。
孤
女
学

院
の
慈
善
会
に
寄
付
の
儀
た
の
ま
れ
る
。

（
明
治
三
十
年
）

　

①
に
み
ら
れ
る
東
京
慈
恵
医
院
と
は
、
海
軍
生
徒
と
し
て
英
国
セ

ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
医
学
校
に
学
ん
だ
高
木
兼
寛
に
よ
り
明
治
十

五
年
設
立
さ
れ
た
慈
善
病
院
、
有
志
共
立
東
京
病
院
に
由
来
す
る
。

明
治
十
七
年
五
月
に
は
、
大
山
捨
松
は
じ
め
、
伊
藤
博
文
の
妻
伊
藤

梅
子
ら
有
爵
者
の
妻
た
ち
に
よ
る
同
院
の
支
援
組
織
「
婦
人
慈
善

会
」
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
女
性
た
ち
の
慈
善
活
動
は
、『
女

学
雑
誌
』
第
一
号
の
「
雑
報
」
記
事
と
し
て
、
い
ち
早
く
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

第
八
十
五
号
（『
女
学
雑
誌
』、
明
治
二
十
年
十
一
月
十
九
日
）
の
「
婦

人
慈
善
会
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
社
説
で
は
、
鹿
鳴
館
で
の
東
京
婦

人
慈
善
会
の
市
（
バ
ザ
ー
）
開
催
を
と
り
あ
げ
、「
女
学
と
云
へ
る
吾

人
の
本
領
よ
り
之
を
観
て
真
に
慶
賀
の
思
ひ
に
堪
へ
ざ
る
も
の
な

り
」
と
記
し
て
い
る
。
創
刊
以
来
た
び
た
び
報
道
さ
れ
る
婦
人
慈
善

会
の
活
動
は
、
ま
さ
に
「
女
学
」
に
相
応
し
い
活
動
で
あ
っ
た
。

　
『
東
京
慈
恵
医
院
報
告
』
第
一
号
（
（（
（

に
は
こ
の
病
院
で
毎
月
の
醵
出

金
を
担
う
会
員
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
員
に
は
女
性
皇
族
を

筆
頭
に
、
伊
藤
梅
子
ら
伯
爵
夫
人
ら
の
名
前
が
並
ぶ
一
方
、
高
倉
寿

子
、
園
祥
子
、
万
里
小
路
（
姉
小
路
）
良
子
、
柳
原
愛
子
ら
女
官
た

ち
、
そ
し
て
か
つ
て
女
官
を
務
め
、
当
時
女
子
教
育
に
関
わ
っ
て
い

た
下
田
歌
子
、
さ
ら
に
大
山
捨
松
と
共
に
留
学
を
経
験
し
た
瓜
生
繁

子
、
津
田
梅
子
の
名
も
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
日
本
赤
十
字
社
に
は
明
治
二
十
年
六
月
二
十
日
、
有
栖
川

宮
熾
仁
親
王
妃
を
始
め
二
十
九
人
の
発
起
人
に
よ
っ
て
「
篤
志
看
護

婦
人
会
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
発
起
人
は
、
東
京
慈
恵
医
院

の
幹
事
長
で
も
あ
っ
た
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
妃
董た

だ

子こ

を
は
じ
め
、
伊

藤
梅
子
、
井
上
武
子
、
大
山
捨
松
ら
婦
人
慈
善
会
の
会
員
と
多
く
重

な
る
。
婦
人
慈
善
会
員
た
ち
は
、
東
京
慈
恵
医
院
と
赤
十
字
社
双
方

の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

②
の
歌
子
の
日
記
に
み
ら
れ
る
明
治
女
学
校
へ
の
支
援
は
、
鳩
山

春
子
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
女
学
校
は
、
木
村
熊
二
に

よ
っ
て
明
治
十
八
年
に
設
立
さ
れ
、『
女
学
雑
誌
』
の
巌
本
善
治
も

校
長
を
務
め
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
女
学
校
で
あ
る
。

　

こ
の
明
治
女
学
校
慈
善
市
と
は
、
明
治
二
十
九
年
二
月
、
同
校
が

全
焼
し
た
こ
と
に
よ
る
い
わ
ば
復
興
支
援
の
バ
ザ
ー
の
こ
と
で
、
同

誌
に
は
こ
の
後
継
続
し
て
支
援
領
収
広
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。
明
治

三
十
年
（
第
四
四
二
号
）
の
「
明
治
女
学
校
義
捐
金
領
収
広
告
」
に
は
、

皇
后
宮
大
夫
、
宮
内
省
女
官
の
記
載
が
あ
り
、
宮
中
か
ら
も
同
校
に

支
援
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

③
は
、
福
祉
施
設
で
あ
る
孤
女
学
院
（
後
の
滝
乃
川
学
園
）
へ
の
寄

付
の
記
事
で
あ
る
。
文
中
の
小
鹿
島
〔
石
井
〕
筆
子
も
ま
た
、
鳩
山
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春
子
と
共
に
歌
子
と
東
京
女
学
校
の
同
級
生
で
あ
り
、
直
接
の
行
き

来
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
日
記
に
は
、
明
治
二
十
一
年

津
田
梅
子
と
鳩
山
春
子
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
「
婦
人
質
問
会
」
の

記
事
が
あ
る
（
（（
（

。
東
京
高
等
女
学
校
の
教
師
プ
リ
ン
ス
宅
に
、
津
田
梅

子
、
瓜
生
繁
子
ら
と
歌
子
が
同
席
し
た
事
が
記
さ
れ
て
お
り
、
歌
子

の
日
記
か
ら
は
草
創
期
の
近
代
教
育
を
受
け
た
女
性
た
ち
の
教
育
活

動
や
慈
善
活
動
の
背
景
に
、
皇
后
を
と
り
ま
く
い
わ
ば
「
女
学
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
も
い
う
べ
き
繋
が
り
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
、
ま
と
め

　

本
稿
で
は
皇
后
を
中
心
に
、
草
創
期
の
近
代
教
育
を
受
け
た
女
性

た
ち
を
「
女
学
」
と
い
う
言
葉
か
ら
考
え
て
き
た
。
こ
こ
で
取
り
上

げ
た
明
治
の
女
性
た
ち
と
は
、
宮
中
女
官
、
日
本
初
の
女
子
留
学
生
、

明
治
初
期
の
女
学
生
と
い
う
当
時
の
一
般
的
な
女
性
た
ち
と
は
異
な

る
ご
く
限
ら
れ
た
一
部
の
女
性
た
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
初
年

の
政
府
の
要
請
に
則
っ
て
教
育
を
受
け
た
、
近
代
を
代
表
す
る
人
々

で
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
以
後
の
彼
女
た
ち
の
生
き
方
に
大
小
の

影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
教
育
活
動
に
慈

善
活
動
に
と
、
彼
女
た
ち
を
突
き
動
か
し
た
原
動
力
は
一
体
何
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。
時
代
の
要
請
に
よ
っ
て
当
時
の
最
先
端
の
教
育
を

受
け
た
と
い
う
自
負
は
、
明
治
四
年
の
女
子
留
学
生
へ
の
皇
后
令
旨

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
婦
女
の
模
範
と
も
相
成
る
様
心

掛
」
と
い
う
自
覚
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ

は
近
代
初
の
皇
后
の
あ
り
か
た
と
も
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
皇
后
が
侍
講
・
福
羽
美
静
に
対
し
て
何
度
も
問
う
た
「
女

学
」
に
関
す
る
下
問
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
自
ら
の
学
び
に
関
す
る
事
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
の
女
性
た

ち
の
学
び
に
関
す
る
事
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
の
女
性
た
ち
の
修
学
や
慈
善
活
動
に
対

す
る
皇
后
の
奨
励
は
、
下
賜
金
の
み
な
ら
ず
、
令
旨
、
御
歌
の
下
賜
、

行
啓
、
出
版
と
様
々
な
形
で
の
活
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の

背
景
に
、
皇
后
の
意
思
と
皇
后
の
学
び
が
あ
っ
た
こ
と
は
も
っ
と
注

目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
進
講
を
担
当
し
た
侍
読
や
侍
講
ら
の
思
想
と
と
も

に
、
進
講
が
始
ま
る
以
前
の
皇
后
の
学
び
に
遡
っ
て
今
後
、
さ
ら
に

検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、「
女
学
」
を

中
心
と
す
る
皇
后
と
女
性
た
ち
の
相
関
関
係
も
併
せ
て
注
目
し
て
い

き
た
い
。

　
（�
本
稿
は
、
明
治
聖
徳
記
念
学
会
第
五
十
五
回
例
会
（
平
成
二
十
五
年
九

月
二
十
八
日
）
の
発
表
「
昭
憲
皇
太
后
と
明
治
の
女
性
た
ち
―
『
女
学

雑
誌
』
を
中
心
に
―
」
に
基
づ
き
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。）
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註（1
）　

明
治
十
七
年
六
月
、
近
藤
賢
三
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
『
女
学
新
誌
』

を
前
身
と
し
て
、
同
十
八
年
七
月
十
日
に
創
刊
さ
れ
、
明
治
三
十

七
年
二
月
十
五
日
〔
526
号
〕
ま
で
発
行
さ
れ
た
日
本
初
の
本
格
的

な
女
性
雑
誌
。
雑
誌
発
刊
の
主
旨
は
『
女
学
新
誌
』
の
志
を
引
き

継
ぎ
「
欧
米
の
女
権
と
吾
国
従
来
の
女
徳
と
を
併
せ
て
完
全
の
模

範
を
作
り
為
さ
ん
と
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
岡
田
章
子
氏

（『『
女
学
雑
誌
』
と
欧
化
―
キ
リ
ス
ト
教
知
識
人
と
女
学
生
の
メ

デ
ィ
ア
空
間
』
森
話
社
、
二
〇
一
三
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
二

年
の
発
行
部
数
は
、
月
二
回
刊
で
年
間
一
四
五
、
八
二
四
部
で

あ
っ
た
と
い
う
。

（
2
）　

巌
本
善
治
〔
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
～
昭
和
十
七
年
（
一
九
四

二
）〕
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
立
場
か
ら
女
性
の
地
位
と
教
養
を

高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
教
育
者
、
思
想
家
、
雑
誌
記
者
。
近
藤

賢
三
と
共
に
『
女
学
雑
誌
』
を
創
刊
。
明
治
女
学
校
で
教
頭
、
校

長
を
つ
と
め
る
。

（
3
）　
「「
女
学
」
と
い
う
語
は
誰
が
何
時
使
い
始
め
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、

こ
の
「
女
学
新
誌
」
が
最
初
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。」（
藤
田

美
実
「
巌
本
善
治
の
女
学
思
想
と
文
学
論
」『
立
正
大
学
人
文
科

学
研
究
所
年
報
』
二
一
、
一
九
八
三
）。

（
4
）　

宮
内
庁
『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四

〔
以
下
同
〕。

（
5
）　

宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
〔
以
下
同
〕。

（
6
）　

明
治
八
年
の
東
京
女
子
師
範
学
校
（
現
御
茶
の
水
女
子
大
学
）
設

立
に
際
し
、
文
部
大
輔
田
中
不
二
麿
は
皇
后
か
ら
「
女
学
は
幼
稚

教
育
の
基
礎
に
し
て
忽
略
に
す
へ
か
ら
さ
る
も
の
な
り
」
と
い
う

「
御
沙
汰
」
と
共
に
五
千
円
の
開
校
資
金
を
下
賜
さ
れ
た
（『
昭
憲

皇
太
后
実
録
』
上
巻
（
明
治
八
年
二
月
））
と
あ
る
。

（
7
）　
「
女
学
校
入
門
ノ
心
得
ヲ
定
ム
」『
太
政
類
典
』
第
二
編
、
二
三
四

巻
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）。

（
8
）　

伊
藤
卓
三
編
『
修
身
女
学
道
し
る
べ
』（
明
治
七
年
）、
勝
浦
鞆
雄

編
『
女
を
ミ
な

学ま
な
びの
梯
』（
明
治
七
年
）、『
女
学
孝
経
』（
明
治
六
年
）
な

ど
。『
女
学
孝
経
』
は
、『
女
孝
経
』
の
和
刻
本
の
一
種
で
あ
る
と

い
う
が
（
奈
良
女
子
大
学
附
属
図
書
館
、
諸
像
資
料
電
子
画
像
集
、

宇
野
田
尚
哉
氏
解
説
に
よ
る
。）、『
女
孝
経
』
に
「
女
学
」
と
い

う
文
字
を
被
せ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
な
お
、
江
戸
中
期
に
は
、

男
も
女
も
学
問
す
べ
き
な
る
と
記
し
た
女
訓
書
、
大
江
資
衡
『
女

学
範
』
が
あ
る
。

（
9
）　
『
複
製
版　

女
学
雑
誌
』
臨
川
書
店
、
一
九
六
六
年
。

（
10
）　

岡
田
章
子
『『
女
学
雑
誌
』
と
欧
化
』（
前
出
）。
岡
田
氏
に
よ
れ
ば
、

『
女
学
雑
誌
』
に
お
け
る
、
啓
蒙
・
教
育
の
理
想
と
、
女
学
生
の

文
芸
的
ロ
マ
ン
の
憧
れ
、
女
性
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
提
案

と
い
う
三
つ
の
要
素
を
串
刺
し
に
し
て
い
た
の
は
、「
欧
化
」
と

い
う
文
明
開
化
の
明
治
に
特
有
の
意
味
を
持
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト

だ
っ
た
と
分
析
す
る
。

（
11
）　

加
部
巌
夫
『
木
園
福
羽
美
静
小
伝
』
福
羽
逸
人
、
一
九
〇
八
年
。

（
12
）　
『
太
政
類
典
』
草
稿
・
第
一
編
・
第
二
十
四
巻
・
官
制
・
文
官
職

制
十
。「
侍
読
ヲ
設
ク
」
と
い
う
題
に
対
し
、
本
文
に
は
「
侍
講

被
仰
付
候
」
と
あ
る
。
ま
た
侍
講
に
任
じ
る
に
あ
た
り
、
平
田
、

中
沼
は
、
明
治
二
年
正
月
二
十
日
、
従
六
位
に
叙
位
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

明
治
十
二
年
四
月
に
は
、
御
系
譜
掛
・
御
陵
墓
掛
の
事
務
も
講
局

に
属
す
と
あ
る
。

（
14
）　
『
侍
読
日
記　

明
治
六
年
』
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
。

（
15
）　
『
侍
読
日
記　

明
治
六
年
』
に
み
ら
れ
る
女
官
修
学
の
初
見
は
、
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同
年
十
月
二
十
二
日
の
記
事
で
、「
一
午
後
一
時
過
ヨ
リ
皇
后
宮

御
稽
古
永
孚
奉
仕
並
女
官
教
授
」
と
あ
る
。

（
16
）　

女
子
高
等
師
範
学
校
長
を
経
て
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

に
華
族
女
学
校
の
校
長
と
な
っ
た
細
川
潤
次
郎
は
、
女
子
高
等
師

範
学
校
の
生
徒
に
『
女
四
書
』
を
配
布
し
、
ま
た
華
族
女
学
校
で

も
「
我
皇
后
陛
下
の
此
書
を
御
熟
読
遊
は
さ
れ
た
る
」
こ
と
を
あ

げ
「
女
四
書
は
女
子
修
身
の
為
に
は
好
書
な
り
」
と
し
て
、
訓
戒

を
行
っ
て
い
る
。（『
女
教
一
斑
』「
女
四
書
に
つ
い
て
」）。

（
17
）　

江
戸
時
代
の
『
女
四
書
』
の
出
版
、『
女
四
書
』
と
皇
后
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
関
口
す
み
子
「『
女
四
書
』
と
近
代
日
本
」（『
季

刊
日
本
思
想
史
』
五
九
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
）、『
御
一
新

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
荻
生
徂
徠
か
ら
教
育
勅
語
ま
で
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
五
）
に
詳
し
い
。

（
18
）　

一　

女
四
書
七
帙
前
田
慶
寧
ヨ
リ
献
上
児
玉
少
丞
ヨ
リ
受
取　

但

内
弍
帙
ハ　

両
皇
后
宮
御
料
（『
侍
読
日
記　

明
治
六
年
』
十
二

月
十
四
日
）。

一　

女
四
書
壹
帙
福御
璽
済羽
ヨ
リ
河
端
少
録
ヲ
以　

皇
后
宮
へ
献
上
同

書
四
帙
女
官
稽
古
本
ニ
付
河
端
ヘ
渡
ス
（『
侍
読
日
記　

明
治
六

年
』
十
二
月
十
五
日
）。

（
19
）　

明
治
十
七
年
に
図
書
寮
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
、
侍
講
局
は
宮
内
省

で
古
文
書
・
古
典
籍
を
管
轄
す
る
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
い
う
。（
植
田
真
平
「
図
書
寮
文
庫
形
成
前
史
―
侍
講
局
と

古
典
籍
」
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
書
陵
部
紀
要
』
六
五
、
二
〇
一
三
）。

（
20
）　
「
一
皇
后
宮
午
前
第
十
字
御
入
門
開
拓
使
学
校
江
行
啓
被
為
在
福

羽
従
四
位
供
奉　

午
後
三
時　

還
御
」（『
侍
読
日
記　

明
治
六
年
』

十
二
月
五
日
）。

（
21
）　
『
皇
后
宮
御
歌
写
』（
学
習
院
大
学
図
書
館
蔵
）。

（
22
）　

近
藤
芳
樹
編
『
明
治
孝
節
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」）
一
八
七
七
。

（
23
）　

勝
又
基
「
善
人
伝
の
ゆ
く
え
―
『
明
治
孝
節
録
』
と
新
聞
」『
文

学
』
五
―
一
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
。

勝
又
氏
は
、『
近
藤
芳
樹
日
記
』
中
に
あ
る
宮
内
省
か
ら
「
孝
義

の
人
の
伝
」
が
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
記
事
を
、
福
羽
美
静
が
ま

と
め
た
で
あ
ろ
う
原
資
料
を
渡
し
た
も
の
と
指
摘
す
る
。

（
24
）　

松
濤
『
女
訓
地
学
用
文
章
』（
国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
―
」）
一
八
七
三
。

（
25
）　

一
女
訓
地
学
用
文
章　

六
十
五
部　

右
は
皇
后
宮
ヨ
リ
女
官
へ
一

統
下
賜
候
ニ
付
福
羽
ヨ
リ
御
内
儀
課
重
見
大
録
を
以
テ
上
ル
（『
侍

読
日
記　

明
治
六
年
』
十
二
月
十
三
日
）。

（
26
）　

穂
積
歌
子
『
は
ゝ
そ
の
落
葉
』
龍
門
社
、
一
九
〇
〇
（
国
立
国
会

図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」）。

（
27
）　

官
立
東
京
女
学
校
の
卒
業
生
を
追
跡
し
た
研
究
に
碓
井
知
鶴
子

「
官
立
東
京
女
学
校
の
基
礎
的
研
究
―
在
学
生
の
「
生
活
史
」
の

追
跡
調
査
―
」（『
紀
要
』
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学 

十
九
、
一

九
八
四
）
が
あ
る
。

（
28
）　

穂
積
重
行
編
『
穂
積
歌
子
日
記
一
八
九
〇
―
一
九
〇
六　

明
治
一

法
学
者
の
周
辺
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
。

（
29
）　

穂
積
重
行
編
『
穂
積
歌
子
日
記
』（
前
出
）
三
三
九
頁
。

（
30
）　

遠
山
佳
治
「
近
代
日
本
に
お
け
る
女
子
通
信
教
育
の
一
考
察
―
大

日
本
女
学
校
の
創
立
と
『
女
学
講
義
』
刊
行
に
つ
い
て
」
日
本
風

俗
史
学
会
中
部
支
部
編
『
民
俗
と
風
俗
』
二
三
、
二
〇
一
二
。

（
31
）　

も
っ
と
も
こ
の
宣
伝
文
も
誇
大
広
告
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、『
女

学
講
義
』
の
講
読
を
め
ぐ
っ
て
、
皇
后
と
学
び
に
関
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
、「
皇
后
陛
下
の
御
好
学
」
と
し
て
『
女
学
雑
誌
』（
四
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二
七
号
、
明
治
二
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）　

さ
ら
に
、『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
に
よ
れ
ば
大
日
本
女
学
会
の
創

立
十
周
年
に
あ
た
る
明
治
三
十
八
年
に
も
、
学
ぶ
女
性
た
ち
を
奨

励
し
て
、「
花
に
な
れ
実
を
も
む
す
へ
と
い
つ
く
し
み　

お
ほ
し

た
つ
ら
む
や
ま
と
な
て
し
こ
」
の
御
歌
を
下
賜
し
て
い
る
。

（
33
）　
『
東
京
慈
恵
医
院
報
告
』（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
蔵
）。

（
34
）　
『
穂
積
歌
子
日
記
』（
前
出
）
明
治
二
十
九
年
一
月
二
十
二
日
、
三

一
〇
頁
。

＊
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
を
通
行
の
も
の
に
改
め
、
句
読
点

を
補
足
し
、
振
り
仮
名
を
削
除
す
る
な
ど
一
部
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ

が
あ
る
。

（
学
習
院
大
学
・
学
習
院
女
子
大
学
講
師
）


